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コムリン ･オガン川流域における地域開発の模索

北 村 貞太郎*･海 田 能 宏**

SomeConsiderationsontheRe皇ionalDevelopment

intheKomerin皇-0皇anRiverBasins

TeitaroKITAMURA*andYoshihiroKAII)A**

は し

われわれの南スマ トラにおける学際的な地

域研究を通 して,いろいろな側面からオガン

(Ogan)･コムリン(Komering)･ムシ(Musi)

川下流域の地域特性が明らかになるとともに,

現在すすめられている地域開発事業やその計

画の実態調査を通 じて,主な問題点の所在 も

すこし明らかになり,また,どんなイメージ

をもって地域の将来展望を描 くことができる

かということもおぼろげながらわかってきた｡

地域が開発され,新 しい人間定住の場が築

かれてゆくのはなまやさしい過程ではない｡

失敗と成功を繰 りかえしなが ら,一一歩一歩

地域住民の絶え間ない努力の積み重ねを通 じ

てのみ,新 しい人間定住の場が築かれてゆく｡

かつての地域開発の中には,植民地的農業開

発にみられたように,本来住民のものである

べき地域が先進諸国のための単なる商品生産

の場と考えられたり,最近でも先進国による

極端に大規模な開発投資の対象となることす

ら未だ見受けられるのである｡ しかしながら,
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が き

これからの南スマ トラにおいて,地域住民を

主人公とする地域開発を考えるとき,もはや

ホワイ トペーパーの上に描かれる地域計画で

はなく,しっかりと地域に根をおろした地域

開発計画が作成されなくてはならない｡

海田,古川,山田による自然構造の分析と

三谷,坪内,高谷の社会的 ･農業的人間活動

の分析はいろいろの側面からこの地域の特性

を浮き彫りにしてきた｡これらの地域の実態

的分析を踏まえて,北村は将来展望的な観点

に立って,地域の全体的構成を分析 し,海田は

南スマ トラの地域開発における農業開発の諸

事例を分析することによってスマ トラの農業

開発の方向性を展望 しようとしたわけである｡

地域の将来を展望 し,しっかりとした地域

計画を作成するには,単なる地域の部分的認

識を基礎とするだけではまだまだ不十分であ

る｡しか しながら,われわれのかぎられた期

間の研究の中からだけでも,将来の地域計画

上考慮 しなくてはならないいくつかの構想が

浮かび上がって くる｡本小論はそうした地域

計画構想の断片をとりまとめ,さらに地域計

画構想の模索すべき方向を考究 したものであ

る｡
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まず,地域特性と密接な関係をもつ農業開

発構想について述べ,そうした農業開発の拠

点となる集落の立地を考察 してお く｡つづい

て,地域の結節性のカギとなる水利と交通の

体系に関する計画構想をまとめた上で,最後

に地域の全体的構成に焦点を当てた地域計画

構想をまとめることとする｡

Ⅰ 農業開発の構想

地域の特性を最大限に生かした農業開発を

構想する一方で,農業が地域の自然環境要因

に強 く規制されるということを考え合わせる

と,研究対象流域の農業開発は次の 6タイプ

に類型化される｡ まず,この六つのタイプを

自然環境区分と地域構成区分とを対照させて

示すと次の通 りである｡

農業開発類型

1. 海岸平野-の開

拓入植

2. 段丘上稲作の安

定的開発

3. ルバック(lebak)

農業の集約化

4. 氾濫原稲作の安

定化 .

5. ゴ ム 再 開 発

6. コーヒー栽培の

安定的発展

蓑 1

=｢評 藩 委

海岸平 野

中位 段 丘

閑 塞 低 地

氾 濫 原

準 平 原

丘陵,山地

地 域構成
区 _zji_

2

3(こ3-2)

4(こ4-2)

3(3-1,3-3,
3-4)
4(こ4-2)

5(′5-3,5-4,

5-5)

6

7,8

上の六つの農業開発類型については,海田

が別報で農業開発の諸事例を評価的に分析 し

た中ですでに触れ られており,部分的に計画

構想の試案も提出している｡本報では,六つ

の農業開発類型ごとに開発構想のみをとり上

げて簡単に総括 しておく｡

1. 海岸平野-の開拓入植

海岸平野において現在すでに開拓入植の対

象となっている地域では,すでにかなりの資

源調査が行われているわけであるから,その

調査によって明らかにされた土壌生産性, ピ

ー ト堆積深,下層土の性質,自然植生などの

データを見直 して,農地開発の適地と自然保

護区とを峻別 し,いまからしっかりした土地

利用計画を立てておくことが必要である｡

水路網を掘りめぐらすことによって海岸平

野に川の領域を拡大 してゆくという現在の海

岸平野開発方式は正 しいゆき方だと思われる

が,別報で指摘 したような種々の問題を解決

しな くてはならない｡それらを例示的に示す

と,

(i) 現在計画されている水路網にもっと多

量の河水を導き入れるために南北方向の幹

線水路を増設 し,

(ii)河流とり入れ口と海に開 く出口に水門

を設けて,濯淑排水と塩水侵入のコントロ

ールを考慮 し,

(iii)末端段階での小港翫排水溝と低い囲堤

の整備を行うこと,それに,

(iv) 将来,開発された農地での水需要が増

加することは必至であるので,例えばタン

ジョンルブック (TanjungLubuk)あたり

からルバ ックの過剰水をパダ ンJH(AirPa-

dang)･サレ-川(AirSaleh)水系に流域変

更 して,ムシ川の豊富な河水とともに海岸

平野全体にうまく配水することなどの大計

画が必要となってこよう｡

以上のような技術的考慮にもまして重要な

ことは,拠点集落の建設,開発地域内での交

通網,地域間の交通体系,拠点集落とパ レンバ

ン,ウパ ン(Upang),ムアラトラン(Muara-
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telang)間の交通･通信の体系の整備などと同

時的に農業開発がすすめられなくては海岸平

野を安定的な,人間定住の諸条件を具備 した

農業地帯として発展させることはできないと

いう認識である｡当面交通網をどう整備する

かが問題となるが,地域間では川と運河によ

る水上交通,地域内では水路網の土堤を利用

した道路交通の拡充整備が必要となる｡集落

計画 も, 1戸当たり十分の敷地を準備してゆ

ったりした配置とし,近い将来には集落が掘

り上げ畑の樹園地と混然一体となり得るよう

な姿を予想せ しめる計画が望まれる｡

2. 中位段丘上の農地開拓

別報でチンタマニス(CintaManis)とプル

タミナ(Pertamina)の米作エステー トの2事

例をとり上げて検討 してみたが,これから導

かれる教訓は次のようなことではなかろうか｡

すなわち,中位段丘での農業は,経営形態や

経営規模を問わず,港概排水施設を具備した

稲作経営のみが安定的に永続 しうる農業形態

である｡濯概は技術的には問題ない｡初期の

開発投資が大きくなるのが難点であるが,大

資本による米作エステー トを先兵とする経営

実験などは意義ある試みといわなければなら

ない｡

3. ルバック農業の集約化

別報においてルバ ックの農業景観の将来の

イメージが詳しく述べられているので,ここ

ではそれを大胆に構想化 し,図 1に示した｡

ルバ ックの農業を地域の輪中化によって集約

化 し,果樹園,菜園,水田がうまくバランス

した複合農業地域に開発してゆくという構想

である｡ここで第 1に必要な先行投資は集落

の裏手 (河川と反対側)に通す幹線道路建設

と,そこからはば1キロメー トル間隔にルバ

ック･ダラム (lebakdalam)へ向かう支線道
路の建設である｡当面このようなインフラス

トラクチャーさえあれば,あとは地元住民自
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身の手により小規模輪中がつ くられてゆき,

緑濃き現在の自然堤防上の樹園地景観,輪中

の中の掘り上げ畑の樹園地,輪中とクリーク

から成る水郷的水田空間などがその幅を増し,

ルバ ックの奥深 く-と伸展 してゆくことを筆

考 らは期待する｡

この過程で,先述 したルバ ックの過剰水の

海岸平野-の排水 (流域変更)の必要性や可

否などが検討されることになろう｡

4. 氾濫原稲作の安定化

タンジョンルブック以南のコムリン川沿い

の氾至監原の稲作の不安定要因である洪水を連

続堤によってコントロールすることは,この

地域の利害のみを考えれば技術的に不可能で

はない｡しか しながら,そういう洪水制御の

及ぼす下流-の甚大な影響とか,上流域での

貯水計画や水利用計画に影響されるこの連続

堤の有効性や安全性の問題などを考慮すると,

この氾濫原地域独自の洪水制御計画は成立 し

ないとみるべきである｡しかしながら,先に

述べたルバ ックの輪中方式による水制徹やル

バ ックの過剰水の海岸平野への流域変更の計

画などとともに,コム リン･オガン流域全体

の水利用 ･水制徹計画の中で氾濫原の水制御

を考えれば,将来この地域の雨期の洪水を処

理することはいとも簡単に実現される可能性

がある｡そうなれば氾濫原の稲作の安定化は,

ブリタン(Belitang)河谷の濯概稲作開発とい
う同一環境下での先行実績を手本にして,比

較的簡単に達成されるはこびになろう｡将来

は有望な港鶴水稲二期作地域になりうるわけ

である｡

ただ,現時点では抜本的な洪水防止対策は

望むペ くもないので,現在この地域のところ

どころにみられる簡単な洪水調節の堰によっ

て稲の収穫期直前の出水にそなえ,いくぱく

かの稲作の安定化をはかるはかはない｡

5. 準平原のゴム園再生

アランアラン(alang-alang)草原が卓越す
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アマタニ トゥンカツ＼ン

2 5

ルル､ック･
ダ■ラム

1 川 (コムリン川)
2 現在の主要道

3 支派川 (小川)
4 集落,樹園地

5 計画主要道 (集落の裏手に通す)
6 計画主要農道

7 主要農道沿いのクリーク
8 計画農道 (農民組織で建設)
9 農道沿いのクリーク
10 囲 堤
11 川に並行する主要農道
12 主要農道沿いのクリーク
13 囲堤をもつ小区画 樹園地
14 囲堤をもつ小区画 菜園

15 囲堤をもつ中区画 水田
ルバック･トゥンガ-ン

16 囲堤をもつ中～大区画 水田
ルバック･ダラム

図1 集約化されたルバックの農業 (一つの構想の見取り図)

る準平原での安定的で永続しうる農業形態は

ゴム園再生を基礎とする樹木作以外には見出

せないのではなかろうか｡大規模な港概は地

形と水源の両要素から不可能であるので,戟

作農業は不安定にならざるをえない｡ ゴムに

かぎらず,ヤシ類,果樹などの樹木作やイモ

作など,準平原の自然環境に通 したというか,

きびしい条件に耐えうる農業形態を見出すこ

とが先決である｡

6. 山地 ･丘陵の樹木作

山地 ･丘陵地域におけるコーヒーや丁字な

どの樹木作の発展はまだまだ大きな余地を残

している｡現在のところ,発展を制約する主

因は地域内道路および農道の極端な未整備に

ある｡樹木作に通した土壌をもつ地域への道

路整備先行投資をまず考慮すべきである｡
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Ⅲ 集 落 の 立 地

人間の定住条件を考えるとき,農村地域と

いえども一定程度の生活環境を整えることが

重要であることは論を待たない｡そのために

は,大枠としては,集落の立地と農業立地が

相互依存的に適正に配置されることが必要で

ある｡すなわち,集落立地は各集落の規模に

応 じた圏域との関連で考えなくてはならない｡

将来この地域の人口が増加 したとき,ある

特定の地区のみに人口が集中するのは好まし

い姿ではないO しか し,わが国のように人口

密度が高いところでも,ほぼ20-30キロメー

トル圏の一つの圏域に一つの人口集中地区が

存在する現実からして,その必然性と必要性

があることはどうや ら認めてもよいようであ

る｡こうした圏域の大きさは,これか らの自

動車交通を考えるとき,一つの圏域内の中心

都市へ圏域内のい かなる場所からも約半時間

以内で到達可能であることを意味 している｡

これは通勤圏域としての一つの目安であると

ともに,買物その他人間の移動 ･交通という

活動の一つの単位でもある｡換言すると,20

-30キロメー トル圏程度の自立圏域は今後南

スマ トラで人口密度がかなり高 くなってきた

とき,またある程度の工業化がすすんで地域

住民の生活パターンがかなり変化 したときに

でも,安定的にその圏域を保持 し,都市と農

村が調和をもって発展 してゆける一つの適正

な圏域的規模であると判断される｡

地域計画の究極の目標が地域ごとの地域特

性に合った人間の定住化にあると考えれば,

南スマ トラの将来の地域構成 もこうした圏域

構成-の誘導を今 日の時点ですでに考慮 して

お くことが,交通体系の計画上でもとくに大

切なことである｡ それは農業開発計画を考え

るに当っても必要である｡将来の都市の立地

を含めて,集落の然るべき立地を構想 してお

くことは農業開発の正 しい拠点を見出す意味
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においても重要な見解である｡

さて,かかる農業と工業,農村と都市が調

和をもって発展 してゆく可能性をもった自立

圏域の構成を求めて,南スマ トラのコムリン･

オガン川水系をみてみる｡

(1)おそらく将来とも,この地域の交通体系

はコムリン川沿いとオガン川沿いの 2本の並

行的な交通路を介 して,パ レンバ ンーバ トゥ

ラジャ(BatuRaja)･マルタプラ(Martapura)

- ラナウ(Ranau)と結ばれる軸が 中心とな

ろう｡大きな都市群域としては,パ レンバ ン,

タンジョンラジャ (TanjungRaja)･カエアグ

ン(KayuAgung),バ トゥラジャ･マルタプ

ラの3群が浮かび上がって くる｡ しか しなが

ら,このような都市群の間隔からみると,チ

ュンパカ (Cempaka)近 傍 と ムアラドゥア

(MuaraDua)近傍における都市的ポテンシャ

リティーがやや低い｡現在の地域構成か らみ

ると,ムアラドゥア地域ではムアラドゥアの

町がダヤ語圏の中心として中枢都市の役割を

果た しているが,チュンパカ地域にはコムリ

ン,オガン水系ともに中心となる都市的な集

落を欠いている｡ したがって,将来は中間的

都市形成の核をチュンパカ近傍に配置するこ

とは,タンジョンラジャ･カユアダン都市群

域とバ トゥラジャ･マルタプラ群域と並んで

平等に地域を発展させてゆく上でとくに大切

なことである｡

(2)北村の地域構成区分のうち, 5-4 のチ

ュンパカに加えて,とくに9, 4-3と6-3

の圏域には圏域中心都市の配置が望まれる｡

これらの都市配置はこれからの農業開発戦略

と関係 して考慮すべき問題である｡

(3)パ レンバ ン以北の海岸平野部における拠

点都市の配置については,現在の開拓入植プ

ロジェク トにおいて十分考慮されていないが,

交通体系計画と合わせて十分に再検討する必

要がある｡これについては後述されよう｡
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Ⅲ 交通 ･水利体系

この地域の当面の開発課題の一つは交通体

系の早急な整備である｡交通体系の構想は農

業立地,集落立地,水利体系などとの総合的

関係性の考察の中から生まれて くる｡

パ レンバ ン以南での交通はすでにかつての

水路交通から道路交通にほぼ完全に交替しき

っている｡ ここでは道路交通体系,とくに幹

線道路網の整備が急がれなければならない｡

幹線道路網としては,オガン川沿いとコム

リン川沿いの 2本の交通体系がまず必要であ

る｡ すなわちパ レンバ ンータンジョンラジャ

ーバ トゥラジャと,タンジョンラジャーチュ

ンパカーマルタプラの 2本が基幹となろう｡

加えて,ランボン(Lampung)州のコタブミ

(KotaBumi)からマルタプラ,バ トゥラジャ,

スギワラス (Sugiwaras), プラブムリ (Pra-

bumlih)のスマ トラ縦走幹線の一部を成すセ

クションの道路整備が重要である｡

パ レンバ ン以北の海岸平野の地域間交通は

やはりムシ水系の水上交通が将来とも主流に

ならなくてはなるまい｡

ところで,農村地域の地域内交通となると,

道路交通体系と水利体系とは一体不離のもの

である｡例えば,海岸平野や中位段丘の農業

開発の根幹となる水路網や運河はその堤上を

道路としてつかわざるをえないし,ルバ ック

における輪中化とは,クリークと輪中堤で水

制御をする機能をもつ一方,道路網を拡げて

いっていることにもつながる｡ ブリタン河谷

の港蔽稲作地においても道路のほとんど全部

は濯翫水路の堤を利用 している｡ こうしてみ

ると,水利組織を計画する段階で地域内の集

落配置や交通体系計画を考慮 し,計画実施の

段階ではこの3者を同時並行的にすすめてゆ

くことがとくに重要である｡

山地 ･丘陵地域の農業開発は道路交通の整

備いかんにかかっているといっても過言では

ない｡

Ⅳ 地域計画構想への 1試案

上述 した部門別構想を総括 して,一つの地

域計画構想のスキームを描 くと,図 2に示す

通 りである｡

(1) 計画地域構成はマクロには4圏域で構

成する｡

(カ バ レンバ ン圏

(釘 タンジョンラジャーカユアダン困

(夢 バ トゥラジャーマルタプラ圏

(彰 ムアラドゥアー ラナウ圏

(2) 農業開発類型は現状地域構成区分に即

して,次の六つのタイプにわける｡

① 海岸平野の開拓入植(パ レンバ ン圏)

(参 中位段丘の農業開発 (タンジョンラ

ジャーカユアダン圏の周辺部)

(彰 ルバ ック農業の集約化 (タンジョン

ラジャーカエアグン圏の中心部)

(彰 氾濫原地域のブ リタン型農業-の発

展 (バ トゥラジャーマルタプラ圏の

東部)

(釘 準平原 ･丘陵地のゴム再開発 (バ ト

ゥラジャーマルタプラ圏の中･西部)

⑥ 山地のコーヒー栽培の拡張と集約化

(ムアラドゥアーラナウ圏)

(3) 集落立地

基本的には,現状の集落分布を基礎とし,

圏域中心都市として,パレンバ ン,タンジョ

ンラジャーカユアダン,バ トゥラジャーマル

タプラ,ムアラドゥアなどの都市整備が必要
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図2 地 域 計 画 構 想

(1) 開発の主点はルバ ック農業の集約化,

準平原のアランアラン草原地域の再開発と海

岸低湿地の拠点開発を先行させることにある｡

(2) ルバ ック開発モデルおよびアランアラ

ン草原開発は,圏域境界近傍の拠点都市建設

と並行 してすすめる｡ルバ ック開発に当って

は,すでに述べたように,道路建設を含む総

合開発方式とする｡

(3) 海岸平野の開発に関しては,ウパン近

傍に中心都市建設をすすめてこれを北部海岸

地域の拠点都市とし,それにつづ く開発の展

開拠点とする｡

になってくる｡さらに,圏域境界部

の中心的な都市を欠 く地域に,例え

ばチュンパカおよびシンパンマルタ

プラ (SimpangMartapura)に圏域

間連絡都市を構想 し, それらを交通

計画上の要所とする｡

(4) 水利体系

海岸平野の開発のための水路組織

にうまく河流を導入 して,海岸平野

に川の債域を拡張してゆく計画が必

要である｡将来は,ルバ ック開発と

の関連で,ルバ ック地域の過剰水を

タンジョンルブックからパダン･サ

レ-川水系へ流域変更し,海岸平野

へ十分な扱水を供給する案を検討す

ることも必要となろう｡この段階で

はじめて,氾濫原地域の完全な洪水

防御を考えることも可能になってき,

氾濫原地域全体にブリタン型の港淑農業を導

入することができる｡

(5) 交通体系

パレンバン-タンジョンラジャーバ トラゥ

ジャ,タンジョンラジャーチュンパカーマル

タプラの交通幹線を整備確立する｡ その際,

チュンパカ近傍に新都市を建設 し,交通上の

要所とする｡

上に述べたような地域開発構想を実現する

上で,とくに地域開発上の展開方法には十分

配慮することが大切となってくる｡留意点を

列記すると次のようである｡

お わ り に

本地域計画構想は将来の本地域の展望に関

する骨格的な点を論じたものにとどまる｡し

かし,いずれの地域計画構想にあっても,そ

の出発点には何 らかの核となる構想が必要で

ある｡今日までのところ,このコムリン･オ
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ガン流域には,そうした地域計画構想の核と

なるものがまだ芽生えていないようである｡

そうであれば,上述 した本構想がこの流域に

おける構想づ くりの一つの出発点となること

を願うものである｡
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もちろん,あらかじめ断ってあるように,

本構想はかぎられた地域研究を通 じて得られ

たものであるので,まだまだ検討すべき点が

多い｡しかし,これからの本地域形成上の基

本的問題点について,われわれの学際的研究

グループで一応の検討を試みたものである｡

その意味で,本構想には,経済構造とか,石

油などの鉱物資源の考察とか,まだまだ考察

しておかなくてはならないことが多いけれど

も,地域の形成に根ざした地域計画構想の一

応の素材は提供できたと考える｡ 『｢地域｣

とは決 して 1日で一挙にでき上がるものでは

ない｡ ｢生きもの｣の成長と同じように,也

域住民の歩みとともに,ゆっくり,ゆっくり

と成長しながら形成される ものである』｡し

たがって,多 くの地域開発構想にみられるよ

うに,地域すなわち ｢建物｣の建設に似た地

域計画構想ではなく,これか らの地域計画構

想は地域の歴史的形成のリズムを十分考慮し

たものであることが大切であろう｡

その点,本構想は,本 ｢南スマ トラ｣特集

号に掲載された諸論文にみられる地域の歴史

的形成に関する実態分析を踏まえた上で,計

画論的 (将来展望的)視点に立って作成 して

きたつもりである｡同時に, 地域の実態分析

的方法と将来展望分析的方法の両者について

の方法論的考察も若干加えつつ,新しい地域

研究の契機を求めてきたものである｡

この経験から,この種の学際的地域研究の

方法論的弱きを一層痛感する｡実態分析的,

一般法則追求的な科学と将来展望的,規範的

な科学という基本的に相対立する両科学研究

の方法論的差異がいかに大きく, しかも,そ

れら両分野を地域研究として一体的に統一 し

てゆく道がいかにきびしいものであるか｡し

かし,それが,これからの地域研究における

科学方法論上で最も重要なポイントともいえ

そうである｡

そうした地域研究上の方法論についてまで

今回の研究では到達しえなかったが,これか

らの研究における貴重な素地はようや く生ま

れてきたと思われる｡しかも,この種の学際

的共 同研究 の重要性をますます痛感 してい

る｡
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